平成22年度循環型社会形成推進科学研究費補助金
高額備品購入理由書（例）
平成２２年　月　日

代表研究者　環境　太郎　　印

	品名
	

	機種
	○○社　Gst-800　 
（内訳）
陰イオン分析システム　デュアルポンプモジュール　1台

溶離液ジェネレータモジュール　1台

DCシングルTEMP 2インジェクタ

電気伝導度検出器（セル付き）

電気化学検出器、金電極セル、参照電極付き1台

オートサンプラ　ASシーケンシャルバルブ付　1台

ワークステーションCMS,CHM-2付　１台

（設備一式の場合は、設備の一つ一つの名称及び金額の記載をお願いいたします。）



	単価
	5,000,000円（内税）（内税か外税かを記載願います。）

	用途
	溶液中の陰イオン定量を行う

	設置予定場所
	○○大学△△研究室

	購入予定先
	○○設備株式会社

	購入理由

	（研究に何故必要となるかを具体的に記載願います。）

	機種選定理由
	（型式及び分析方式等の説明をお願いいたします。）

	リース対応が不可能な理由
	（備品については基本的にリースをお願いいたしております。リース対応が出来ない場合（例）既存の機器に他の機器を取り付ける、設計し発注する、酸及び塩による腐食がひどくリース対応を行わない等、以外は認められません。）




※単価は見積書等を参考とすること
